
中学校数学
第１学年単元プラン（例）

単元 授業時間数

正の数・負の数 ２８時間

文字を用いた式 １９時間

一元一次方程式 １８時間

比例、反比例 ２２時間

平面図形 ２０時間

空間図形 １９時間

資料の散らばりと代表値 １４時間

１４０時間



【「第１学年単元プラン（例）」について】

○この単元プラン（例）は、中学校数学指導力強化巡回指導で
県内の先生方が作成した単元プランを基に作成しています。
○現行学習指導要領を基に単元を構成しています。
○この単元プラン（例）を各学校の先生方がそのまま実践する
のではなく、生徒の学習状況や単元の配列、他教科との
関連を基に作成し直して実践することが大切です。



単元プラン（例） 【正の数・負の数（２８時間）】

小単元 授業時間数

正の数と負の数の必要性と意味 ６時間

２８時間
正の数と負の数の四則計算とその意味（加法と減法） ７時間

正の数と負の数の四則計算とその意味（乗法と除法） １１時間

正の数と負の数を用いること ４時間



【まとめ】数直線では、負の数は０より
左に表されるので、-1.5のほうが-1より
左にある。

中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：正の数と負の数の必要性と意味】

【小単元のねらい】正の数と負の数の必要性と意味について、正の数と負の数が使われている具体的な場面と関連付け
て考察することを通して、数の概念の理解を深め、身の回りの事象を正の数と負の数を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「身の回りで負の数を使って表されている事象にはどのようなものがあるか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）天気予報、海抜標識、
スーパーの冷凍ケースの温度、ゴルフのスコア等がある。→ 負の数にも四則計算があるのかな。

【小単元のめあて】身の回りの事象を、正の数と負の数を使って説明しよう。

２時

振り
返り

３時

４時

【課題】マイナスを使って表さ
れた数にはどのような意味があ
るか。

【活動】身近にある負の数の例を知
り、それらを通して負の数の意味を考
える。

５時

【課題】数直線上で、-1と-1.5
はどちらが左にあるか。

【活動】正の数や負の数はどのよ
うに数直線上に表わされるか考察
し説明する。

【まとめ】マイナスを使って表した数を
負の数といい、０より小さい数を意味し
てる。

【課題】正の数や負の数の大小
は絶対値を用いてどのように説
明できるか。

【活動】正の数や負の数の大小を
数直線を用いて考察し、不等号を
用いて説明する。

【めあて】「正の数と負の数の必要性と意味」のまとめをしよう。
○正の数や負の数を数直線上に表したり、不等号を用いて大小を表したりする問題を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】正の数は絶対値が大きいほど大
きい。負の数は絶対値が大きいほど小さい。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「数と計算」の復習をしよう。○レディネステストを行う。
○小学校「小数や分数の四則計算」の復習をする。

【課題】反対の性質をもつ数量
は、正の数や負の数を用いてど
のように表されるか。

【活動】正の数と負の数が使われ
ている具体的な場面を正の数や負
の数を使って説明する。

【まとめ】正の数や負の数は、ある基準
を定め、その基準を０とし、一方の数量
を＋を使って表すと、他方は－を使って
表される。

振り
返り

６時



中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：正の数と負の数の四則計算とその意味（加法と減法）】

【小単元のねらい】正の数と負の数の加法と減法の計算について、既習の計算を基にして考えることを通して計算の意味
を理解し、計算の手順を説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】 「正の数と負の数の加法と減法の計算についてどのようなことが分かりましたか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）「－」を演算記号と考えると減法
と見ることができるが、「－」を符号と考えると加法の計算と見ることができるので、正の数と負の数の加法と減法は統一的にみることができる。→ 乗法と除法の計算につ
いても考えたい。

【小単元のめあて】 正の数と負の数の加法や減法の計算の手順を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】同符号の２数の和は、①２数の絶対
値の和を求める。②同符号と同じ符号を付ける。

３時

６時

【課題】異符号の２数の和はどの
ような手順で求められるか。

【活動】異符号の和の求め方を数
直線で考察し、その手順を説明す
る。

【課題】負の数をひくとはどの
ような意味か。

【活動】正の数と負の数の差の求
め方を数直線を用いて説明する。

【まとめ】異符号の２数の和は、①絶対値の
大きいほうから小さいほうをひく。②絶対値
の大きいほうの符号を付ける。

【課題】加法と減法の混じった
式を項だけを並べた式にするに
はどのようにすればよいか。

【活動】加法と減法の混じった式
を項だけの式になおして計算する
方法を考えその手順を説明する。

【まとめ】負の数をひくとは、正の数を
たすことと同じ意味である。

【まとめ】加法と減法の混じった式は、加
法だけの式になおし、加法の記号＋をはぶ
いて項だけを並べた式にすればよい。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】同符号の２数の和はどの
ような手順で求められるか。

【活動】正の数どうしの和の求め方を数
直線で確認し、負の数どうしの和の求め
方について考え、その手順を説明する。

【課題】加法と減法の混じった
計算はどのような手順で求めら
れるか。

【活動】加法と減法の混じった計
算方法を考えその手順を説明する。

【まとめ】加法と減法の混じった計算は、
①加法だけの式になおす。②加える順番を
変えて同符号の和を求める。③異符号の和
を求める。

振り
返り

振り
返り

４時

５時

７時

【課題】２人の計算方法の違い
は何か。

【活動】加法と減法の混じった式の
計算過程を二通り提示し、どのよう
に考えて計算したのか説明する。

【まとめ】２人の計算方法の違いは、同符
号を先にまとめて計算するか、絶対値が等
しく符号の異なる数を先に計算して項を減
らすか、である。

振り
返り

【めあて】正の数と負の数の加法と減法の計算のまとめをしよう。
○正の数と負の数の加法と減法に関するいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。



【まとめ】四則の混じった計算は、①累乗のある
式では、累乗を先に計算する。②四則の混じった
式では、乗法、除法を先に計算する。③かっこの
ある式では、かっこの中を先に計算する。

１時

【小単元の振り返り】 「正の数と負の数の四則計算についてどのようにことが分かりましたか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）○乗法と除法の符号の決まりは同じで、三つ以上の数の乗
除の計算結果の符合は負の数よって決定される。 ○正の数と負の数の四則計算は順序を意識して解く。 等 → 正の数と負の数を具体的な場面で活用して問題解決を図りたい。

２時

振り
返り

【まとめ】 （－２）×３は、０から－２までの距離
を、同じ方向に３倍のばしたところにある数を求め
ることである。

３時

６時

９時

【課題】正の数と負の数の除法は、ど
のような手順で求められるか。

【活動】正の数と負の数の除法の計算を既習の
計算と関連付けて考え、その手順を説明する。

【課題】四則の混じった計算は、どの
ような手順で計算すればよいか。

【活動】四則の混じった計算を既習の計
算と関連付けて考え、その計算の順番を
説明する。

【めあて】正の数と負の数の四則計算とその意味のまとめをしよう。
○正の数と負の数の四則計算に関するいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

【課題】 （－２）×３で求められる
数は、数直線を用いてどのように説明
できるか。

【活動】（負の数）×（正の数）の計算の
意味を既習の計算と関連付けて数直線を用
いて説明する。

【課題】積の符号にはどのような関係
があるか。

【課題】
ア − 3 ×6＝54 、イ − 3 ×6＝－54
正しいのはどちらか。その理由は何か。

【活動】複数の正の数と負の数の乗法の計
算結果から積の符号について考える。

【活動】いくつかの同じ数の積の表し
方を理解し、その計算について考える。

【まとめ】正しいのはイです。その理由は−3 ＝

－(3×3)＝-9になり、-9×6＝-54になるからです。

４時

５時

８時

【課題】自然数の集合において、四則計
算の結果は、いつでも自然数の集合内の
数となるか。

【活動】数の範囲と四則の計算の可能性
について考え、その理由を説明する。

【まとめ】できない場合がある。
減法…2－4＝-2 負の数になる
除法…2÷4＝0.5 小数になる。(できない例)

【まとめ】積の符号は負の数の数によって決定され
る。負の数が奇数個あればー、負の数が偶数個あれ
ば＋とまとめることができる。

【小単元のねらい】正の数と負の数の乗法と除法の計算について、既習の計算を基にして考えることを通して計算の意味
を理解し、計算の手順を説明できるようにする。

中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：正の数と負の数の四則計算とその意味（乗法と除法）】

【小単元のめあて】 正の数と負の数の乗法や除法の計算の手順を説明しよう。

【活動】（正の数）×（負の数）の計算
を既習の計算と関連付けて考え、その手
順を説明する。

【課題】 （正の数）×（負の数）はど
のような手順で求められるか。

【まとめ】 （正の数）×（負の数）は、①絶対値の
積を行う。②負の符号をつける。

【まとめ】正の数と負の数の除法は、①２数の絶対
値の商を計算し、②同符号の２数では正の符号を、
異符号の2数では負の符号をつける。

【活動】正の数と負の数の乗除の混じった
計算を既習の計算と関連付けて考え、その
手順を説明する。

【課題】正の数と負の数の乗除の混じった計算
は、どのような手順で求められるか。

【まとめ】乗法と除法の混じった式では、①乗法だけの式
になおし、②結果の符合を決めて③積の絶対値を求める。

10時

11時

【めあて】正の数と負の数の乗法と除法の計算練習をしよう。○正負の数の乗法と除法のいろいろな計算練習を行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】（例）72を素数の積で
表すと、どのような式で表され
るか。

【活動】自然数を素数の積に表す方法
を考え、素因数分解説明する。

【まとめ】７２＝２×２×２×３×３

７２＝２３×３２ の式で表される。７時
振り
返り



中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：正の数と負の数を用いること】

【小単元のねらい】身の回りの問題を、正の数と負の数を用いて変化や状況を分かりやすく表したり、能率的に処理したり、
その意味を読み取ったりすることを通して、問題解決に活用できるようにする。

【小単元（単元）の振り返り】「正の数と負の数の学習を通して、何ができるようになったのか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）身の回りに正の数と負の数が使われている事象（時差など）を見つけられるようになった。→テストの目標値を設定し、達成状況を正の数
と負の数で表して調べてみたい。

【小単元のめあて】正の数と負の数を活用して、身の回りの問題を解決しよう。

１時

３時

【課題】目標値を定めて、その
目標値からの増減を正の数と負
の数を用いて表すと、どのよう
なよさがあるか。

【まとめ】目標値を定めて、その目標値か
らの増減を正の数と負の数を用いて表すと、
目標の達成状況などを把握することができ
たり、効率よく平均を求めたりすることが
できるというよさがある。

４時 【めあて】単元「正の数と負の数」のまとめをしよう。
○正の数と負の数のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】「正の数と負の数」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。○全国学力・学習状況調
査問題を教材として、正の数と負の数を用いて考察し、問題を解決する。 （例：平成29年度算数Ｂ3の数値変更）

【活動】（例）ある学校の１週
間の図書館利用者数を、目標値
を定めてその目標値からの増減
を正の数と負の数を用いて表し
たり処理したりすることを通し
て、正の数と負の数を用いて
様々な事象における変化や状況
を説明する。

【活動】（例）ロンドンを基準
として各都市との時差を示した
地図から、基準の都市を変えて
各都市との時差を考察し、説明
する。

【まとめ】（ロンドンと○○との時差）か
ら（ロンドンと東京の時差）をひくと求め
られる。

【課題】東京を基準にすると、
○○との時差はどのような計算
で求められるか。

２時
振り
返り



平成29年度全国学力・学習状況調査算数Ｂ３



単元プラン（例） 【文字を用いた式（１９時間）】

小単元 授業時間数

文字を用いることの必要性と意味や乗法と除法
の表し方

７時間

１９時間一次式の加法と減法の計算や一次式と数との乗
法と除法の計算

６時間

文字を用いた式に表すこと ６時間



中学校数学科小単元プラン（例）【第１学年：文字を用いることの必要性と意味、乗法と除法の表し方】

【小単元のねらい】数量の関係や法則などを、文字を用いた式で表すことを通して、文字を用いることの必要性と意味を理解したり、乗法と除
法の表し方を説明したりできるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「いろいろな数量を文字を用いて表すよさは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）文字を用いた式は、数量の関係や法則などを簡潔、明瞭にしかも一般的に表すことができる。 → いろいろな数量を文字で表したい。

【小単元のめあて】いろいろな数量の関係や法則を文字を用いて表したり、文字を用いた式の積や商を表したりしよう。

２時

３時

【課題】正方形の数とマッチ棒
の本数の関係を、言葉や式を用
いてどのように説明できるか。

【活動】（例）マッチ棒を並べて正方形を
つくり、マッチ棒の本数と正方形の数の関
係を文字を用いた式で表し、説明する。

【まとめ】正方形をn個つくるのに必要なマッチ棒
の本数は、(例)正方形が一つ増えるごとにマッチ
棒は３本増えるので、（マッチ棒の本数）＝４＋
３×（正方形の数－１）で表されるので、4+3（n-
1）の式で表される。

振り
返り

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ文字の復習をしよう。○レディネステストを行う。○小学校「文字と式」の復習をする。

【課題】文字を用いた式の積の表し
方にはどのような決まりがあるか。

【活動】文字を用いた式の積の表し方の
きまりにしたがって、数量を式で表す。

【まとめ】文字を用いた式の積の表し方には次の
ような決まりがある。
①文字の混じった乗法では、記号×をはぶく。
②文字と数の積では、数を文字の前に書く。

【課題】文字を使った式の商の表
し方はどのような決まりがあるか。

【課題】文字を用いた式は
どのような数量を表してい
るか。（例）５ｘ２

【課題】式の中の文字に負の数
を代入する際は、どのような手
順で行えばよいか。

【活動】文字を用いた式の商の表し方
のきまりを積の表し方と関連付けて考
え、数量を式で表す。

【活動】文字を用いて表した式が、
どのような数量を表しているかを具
体的な場面に置き換えて考え説明す
る。

【まとめ】５ｘ２は、底辺がｘの正方形で高
さが５の直方体の体積を表している。

【まとめ】文字を使った式の商の表し方は次
のような決まりがある。文字の混じった除法
では、記号÷を使わずに、分数の形で書く。

【活動】式の中の文字を数におきか
えて、数量を求める手順を説明する。

【まとめ】①省略された記号をもとに戻し
て表す。②負の数に（ ）を付けて代入す
る。

【めあて】文字を用いることの必要性と意味や乗法と除法の表し方のまとめをしよう。
○文字を用いていろいろな数量を式で表したり、式の中の文字を数におきかえて数量を求めるいろいろな問題を解く。
○小単元テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

７時

６時

５時

４時



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：一次式の加法と減法の計算、一次式と数の乗法と除法の計算】

【小単元のねらい】一次式の加法と減法や一次式と数との乗法と除法について、具体的な数の計算や日常生活の場面と
関連付けて考えることを通して、その計算の方法や手順を説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「一次式の加法と減法や一次式と数の乗法と除法の計算は、数の計算とどのような関連があるか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）項の意味に基づいて計算することや、計算の法則が保たれることなど、数の計算と関連がある。 → いろいろな文字式の計算をしてみたい。

【小単元のめあて】文字を用いた式の計算の方法や手順を、数の計算や日常生活の場面と関連付けて説明しよう。

２時

振り
返り

３時

４時

【課題】かっこの前が－のとき
はどのような方法で求められる
か。

【活動】一次式の減法の計算方法を
数の計算や日常生活の場面と関連付
けて説明する。

５時

【課題】一次式と数の乗法はど
のような方法で計算するか。

【活動】一次式と数の乗法の計算方
法を、文字を用いた式の積の表し方
と関連付けて説明する。

【まとめ】ひくことは、符号を変えて加える
ことと同じなので、かっこの前が－のときは、
かっこの中の各項の符号を変えて加えればよ
い。

【課題】一次式と数の除法はど
のような方法で計算するか。

【活動】一次式と数の除法の計算方法
を、文字を用いた式の商の表し方と関連
付けて説明する。

【まとめ】一次式と数の乗法は次のような方法で計
算する。
○かける順番を変えて数どうしの計算をする。
○項が２つある一次式と数の乗法は、分配法則を
使って計算する。

【めあて】一次式の加法と減法の計算、一次式と数の乗法と除法の計算のまとめをしよう。
○一次式の加法と減法の計算や一次式と数の乗法と除法のいろいろな計算を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】一次式と数の除法は次のような方法で計
算する。
○文字をふくむ項を数でわるには、係数をその数で
わるか、わる数の逆数をかける。
○一次式を数でわるには、一次式の各項をその数で
わるか、わる数の逆数をかける。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】ア.３ｘ＋２、イ.３ｘ＋２ｘ
式をまとめられるのはどちらか。

【活動】長方形ＡとＢの面積の和、Ｂと
Ｃの面積の和を図から式で表すことで、
文字の部分が同じ項はまとめられること
を説明する。（例）長方形Ａ（縦１、横
２）Ｂ（縦ｘ、横３）、Ｃ（縦ｘ、横２）

【まとめ】３ｘ＋２ｘ＝５ｘのように文字の部分
が同じ項の和や差は、係数をまとめて計算するこ
とができる。

６時

【めあて】一次式の加法と減法の計算練習をしよう。○ 一次式の加法と減法のいろいろな計算練習を行う。

振り
返り



中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：文字を用いた式に表すこと】

【小単元のねらい】数量の関係や法則などを、式を用いて表したり、式の意味を読み取ったりすることを通して、文字を用
いた式で説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「文字を用いた式の学習を通して、何ができるようになったのか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）文字を用いた式は、数量の関係や法則などを簡潔、明瞭にしかも一般的に表すことができることが分かった。 → いろいろ
な数量を文字で表したい。

【小単元のめあて】数量の関係や法則などを、文字を用いた式で説明しよう｡

２時

振り
返り

【まとめ】いくつかの例を示す。
①各辺をｎ－１ずつで囲み、４（ｎー１）から

４ｎ－４を求めた。
②縦をｎずつ、横をｎ－２ずつで囲み、
２ｎ＋２（ｎ－２）から ４ｎ－４を求めた。

３時

４時

【課題】二つの数量が等しい関係
を式で表すにはどうすればよいか。

【活動】数量関係を文字式で表し、
数量の大きさに相等関係または大小
関係のどちらにあるかを見極め、等
号を用いて表す。

５・６
時

【課題】二つの数量の大小関係
を式で表すにはどうしたらよいか。

【活動】数量関係を文字式で表し、
数量の大きさに相等関係または大小
関係のどちらにあるかを見極め、不
等号を用いて表す。

【まとめ】数量が等しい関係を式で表す場
合は、相等関係を表す記号として等号を用い
等式で表す。

【まとめ】数量の大小関係を式で表す場合
は、大小関係を表す記号として不等号を用い
て不等式で表す。

【めあて】 単元「文字を用いた式」のまとめをしよう。
○文字を用いた式のいろいろな問題を解く。 ○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】マグネットの使用個数
が、４ｎ－４になるのは、どの
ように考えたからか。

【活動】（例）正方形の各辺にｎ
個ずつ規則的に並んだマグネット
の総個数を文字を用いた式でどの
ように表すのかや、式が何を意味
しているかを説明をする。

【めあて】「文字を用いた式」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。○全国学力・学習状況調
査問題を教材として、文字を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成25年度数学Ｂ6）



平成25年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ６





単元プラン（例） 【一元一次方程式（１８時間）】

小単元 授業時間数

方程式の必要性と意味及びその解の意味 ３時間

１８時間
等式の性質と方程式の解き方 ３時間

一次方程式を解くこと ５時間

一次方程式を活用すること ７時間



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：方程式の必要性と意味及びその解の意味】

【小単元のねらい】身近な場面で求めたい数量があるときに、その数量を文字で表して等式をつくることを通して、一元一
次方程式の必要性と意味及びその解の意味を説明できるようにする。

１時

【振り返り】「一元一次方程式の解は何を意味しているか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）一元一次方程式の解はその方程式を成り立たせる文字の値を意味している。→ 一元一次方程式を代入以外の方法で
解けないかな。逆算の考え方で解けなかった問題をもう一度解いてみたい。

【小単元のめあて】等しい関係の数量を等式で表し、その等式を成り立たせる文字の値の求め方について考えよう。

２時

振り
返り

３時

【課題】ペットボトルの数をｘ
個として表される等式はどのよ
うに説明できるか。

【活動】（例）１個２ｇのペッ
トボトルのキャップが複数入っ
た箱全体の重さ（2kg）とその箱
の重さ（400ｇ）が分かっている
とき、箱の中のキャップの数を
求める等式について線分図や言
葉の式を用いて説明する。

【課題】一元一次方程式の
解はどのような方法で求めら
れるか。

【活動】前時のキャップの数を
一元一次方程式から、既習の逆
算の方法と具体的な数を代入し
て求める方法を比較して考える。

【まとめ】等式２ｘ＋４００＝２０００で

表される。理由は、線分図から言葉の
式で表すと、（キャップだけの重さ）＋
（箱だけの重さ）＝（一つの箱全体の重
さ）で表されるからです。

【まとめ】一元一次方程式の解は、
左辺と右辺の値が等しくなるｘの値
を代入して求められる。

振り
返り

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「文字を用いた式」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「文字を用いた式」の復習をする。



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：等式の性質と方程式の解き方】

【小単元のねらい】一元一次方程式の解を、等式の性質を基にして式を変形することを通して、その求め方の方法や手順
を説明できるようにする。

１時

【振り返り】「等式の性質の中で、統合的に見ることができるものはどれとどれか」等を生徒に問う。

（生徒の記述例）①と②は正の数と負の数を用いて加法と減法を統一的に表すことを基にすれば、別なものと考えずに統合的にみることができる。また、
③と④の乗法と除法の場合も、逆数を用いることによって統合的にみることができる。→ 方程式をもっと簡単な方法で解くことはできないかな。

【小単元のめあて】等式の性質を利用して方程式の解き方を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】等式を変形する際に使われる性質に
は次の四つがある。
①ａ＝ｂならばａ＋ｃ＝ｂ＋ｃ
②ａ＝ｂならばａ－ｃ＝ｂ－ｃ
③ａ＝ｂならばａｃ＝ｂｃ
④ａ＝ｂかつｃ≠0ならばａ/ｃ＝ｂ/ｃ

【課題】方程式の解を求めるた
めに、等式の性質を利用してど
のような手順で求めることがで
きるか。

【活動】方程式を、等式の性質を
利用して解く手順を説明する。
（例）２ｘ＋１＝９

３時

【まとめ】方程式をｘ＝○の形に変形する
ために、①両辺から１をひく。②両辺を２
でわる。③ｘ＝○の形で表す。

【めあて】簡単な一元一次方程式の解を等式の性質を利用して求めよう。
○簡単な一元一次方程式の解を等式の性質を基に求める問題を解く。 ○小単元テストを行う。

振り
返り

振り
返り

【課題】等式を変形するにはど
のような性質が使われるか。

【活動】方程式の解を、式を変形
して求めることについて考え、こ
のときに使われる等式の性質を見
いだし説明する。



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：一次方程式を解くこと】

【小単元のねらい】一元一次方程式を解くことについて、移項の考えを基にして、もとの方程式と同値な方程式を段階的に
導きｘ＝ｋの形に変形することを通して解が求められることを理解し、方程式を解く方法について一般的な手順をまとめ、
説明できるようにする。

１時

【振り返り】「方程式の解き方で共通することは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）ｘを含む項に着目し、aｘ＝ｂの形に整理できるとすべての方程式を解くことができる。。→具体的な場面で一元一次方程式を
活用し、問題解決を図りたい。

【小単元のめあて】いろいろな一元一次方程式を解く方法や手順を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】①分配法則を利用してかっこを外す。
②ｘをふくむ項を左辺に、数の項を右辺に移項
する。③ax=bの形に整理する。④両辺をｘの係
数ａでわる。

３時

【活動】ｘの係数が、分数や小数
で示された一元一次方程式を解く
方法を考え、その解き方を説明す
る。

【まとめ】それぞれの式の両辺に、分母の
最小公倍数をかけたり、10倍、100倍する
ことで係数を整数にすることができる。

振り
返り

【課題】かっこを含む一元一次
方程式の解はどのような手順で求
められるか。

【活動】かっこを含んだ式で示さ
れた一元一次方程式を解く方法を
考え、その解き方の手順を説明す
る。

【課題】係数に小数や分数をふく
む一元一次方程式の係数を全て整
数にするにはどのような方法で変
形することができるか。

振り
返り

【課題】どの等式の性質によっ
て式が変形されているか。

【活動】方程式を移項を利用して
解く方法を考え、等式の性質に
よって移項が導かれていることを
説明する。

【まとめ】移項は等式の性質①、②によって導
かれている。また、等式の性質③、④によって
ｘの係数を１にして解が導かれている。

振り
返り

４時

【めあて】一元一次方程式の解き方のまとめをしよう。○いろいろな一元一次方程式を解く。○単元末テストを行う。

【めあて】移項の考えを使って一元一次方程式を解こう。○移項の考えを使って、簡単な一元一次方程式を解く。

５時
振り
返り



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：一次方程式を活用すること】

【小単元のねらい】具体的な事象の中の数量の関係から、二通りに表される数量を見いだし文字を用いた式や数で表すこ
とを通して、一元一次方程式を活用して解決した手順や求めた解や解決の方法が適切であるかどうか説明できるように
する。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「一元一次方程式の学習を通して何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）具体的な場面における問題は、方程式をつくれば形式的に処理できるというよさが分かった。→方程式を能率的に解けるよ
うになりたい。

【小単元のめあて】具体的な事象の中の数量関係を捉え、一元一次方程式を活用して問題を解決しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】①求めたい数量に着目しそれを文字で表す。
②問題の中の数量やその関係から、二通りに表される
数量を見いだし、文字を用いた式や数で表す。③それ
らを等号で結んで方程式をつくり、その方程式を解く。
④求めた解を問題に即して解釈し、問題の答えを求め
る。

３時

【課題】どの数量関係に着目し
て立式すればよいだろうか。

【活動】問題の中にある数量の関
係を線分図で表し、その関係から
一元一次方程式をつくる方法を説
明する。

６・７
時

【課題】速さと時間と道のりの
関係から方程式をつくる際に、
どの数量に着目すると立式でき
るか。

【活動】問題の中にある数量の関
係を言葉の式や線分図、表で表し、
その関係から一元一次方程式をつ
くる方法を説明する。

【まとめ】（例）折り紙の枚数を二通りの
式で表し、立式すればよい。

【まとめ】（例）二通りの式で表される道
のりに着目すると立式できる。

【めあて】単元「一元一次方程式」のまとめをしよう。
○一元一次方程式のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】一元一次方程式を使っ
て問題を解くには、どのような
手順で解けばよいか。

【活動】問題の中にある数量に着
目して数量の関係を捉え、一元一
次立方程式を利用して問題解決を
図る手順を説明する。

【めあて】「一元一次方程式」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。○全国学力・学習状況調
査問題を教材として、一次方程式を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成28年度数学Ｂ1）

５時

【課題】比例式の性質を利用し
て、xの値はどのように求められ
るか。

【活動】比を基にして数量を求め
る具体的な場面において、比例式
をつくり方程式に変形して問題を
解決する方法を説明する。

【まとめ】a:b=m:nならばan=bmの関係から
方程式をつくり、解くことによりxの値
（解）が求められる。

振り
返り

４時



平成28年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ１



単元プラン（例） 【比例、反比例（２２時間）】

小単元 授業時間数

関数関係の意味 ４時間

２２時間
比例の意味と表、式、グラフ ７時間

反比例の意味と表、式、グラフ ６時間

比例、反比例を用いること ５時間



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：関数関係の意味】

【小単元のねらい】具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、関数関係
を見いだし考察したことを説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「日常生活の場面で、 ～は～の関数である、などの表現で表される二つの数量にはどのようなものがあるか」等を生徒に問う。
(生徒の記述例) 空の浴そうに一定の割合でお湯をいれる際、たまったお湯の底からの深さはお湯を入れる時間の関数である。 等 → 日常生活の中で
関数関係にあるものはたくさんあることが分かった。

２時

振り
返り

３時

【課題】日常事象の中から
見つけた二つの数量には、
どのような関係があるか。

【活動】具体的な事象の中から伴っ
て変わる二つの数量を取り出し、そ
の変化や対応を考察し見いだした関
係について説明する。

４時

【課題】事象において、変
数のとる値の範囲はどのよ
うな方法で表されるか。

【活動】前時の二つの数量関係を基
に、事象における変数の変域を考え、
不等号を使って表す。

【まとめ】日常事象には、ある値を一
つ決めると、それに対応する値がただ
一つ決まるものがあり、この二つの数
量には関数関係がある。

【まとめ】事象においては二つの変数
に限られた範囲がある場合があり、そ
の変数のとる値の範囲を、その変数の
変域という。変域は不等号を用いて不
等式で表される。

【めあて】日常生活の中で、伴って変わる二つの数量を見付け、その関係を表や式、変域を使って説明し
よう。○日常事象で、関数関係にある二つの数量を見いだし説明する。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「比例と反比例」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「比例と反比例」の復習をする。

【小単元のめあて】伴って変わる二つの数量の関係について、それらの変化や対応の様子を調べて説明しよう。



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：比例の意味と表、式、グラフ】

【小単元のねらい】比例の関係を、具体的な事象の中から二つの数量の変化や対応を調べることを通して理解し、数学的
に考察し説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「日常の事象で比例の関係にある二つの数量には、どのようなものがあるか」等を生徒に問う。(生徒の記述例) お風呂の水を入れ始
めてからの時間と水の量 等→ 反比例についても調べてみたい。

【小単元のめあて】伴って変わる二つの数量について、表、式、グラフを用いて特徴を見いだし、その関係を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】伴って変わる二つの数量関係が次の場合は
比例であるといえる。①y=ax ②xが2倍、3倍…、yも
2倍、3倍… ③一方がｍ倍になれば他方もｍ倍になる。
④y/xが一定

３時

４時

【課題】比例定数が負の数の場
合は正の数と比べて、どのよう
な違いがあるか。

【活動】比例には、比例定数が負
の数の場合もあることを理解する。

７時

【課題】与えられた条件から比
例の式を求めるには、どのよう
な手順で求められるか。

【活動】ｙがｘに比例するとき、対
応する１組のx、yの値から、比例の
式を求める。

【まとめ】比例定数が正の数の場合は、一方が増
えると他方も増えるが、負の数の場合は一方が増
えると他方は減るという違いがある。

【課題】平面上で点の位置を伝
えるには、どのようにすればよ
いか。

【活動】囲碁盤等を活用し、軸を
決めて説明する活動などを通して、
座標の意味を理解する。

【まとめ】①比例の式y=axにｘとｙの値を
代入する。②方程式を解いて比例定数aの
値を求める。③求めたａの値を比例の式
y=axに代入して表す。

【めあて】比例の意味と表、式、グラフのまとめをしよう。
○比例の関係を表、式、グラフなどで表すいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】基準となる軸を決めて、数直線
の考え方を基に伝えればよい。（座標軸、x
軸などの用語の説明も含む）

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】二つの数量がどのよう
な関係のとき比例するといえる
か。

【活動】ある事例（負の変域まで
拡張）を基に、比例の意味につい
て考え、説明する。

６時
振り
返り

【まとめ】比例のグラフは、比例定数が正の数
の場合は右上がり、負の数の場合は右下がりに
なる。

【課題】比例定数が負の数の比
例のグラフは正の数と比べてど
のような違いがあるか。

【活動】比例のグラフにおいて、
比例定数の絶対値が同じ正の数と
負の数の場合をかき、比較する。

５時
振り
返り

【まとめ】比例のグラフは、①原点以外に通る
１点を求め、②求めた点と原点を結ぶ直線を引
くことでかける。

【課題】比例の式のグラフをか
くにはどのような手順でかけば
よいか。

【活動】座標の考え方を使って比例
のグラフをかく｡（比例定数が分数、
小数、負の数のグラフもかく）



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：反比例の意味と表、式、グラフ】

【小単元のねらい】反比例の関係を、具体的な事象の中から二つの数量の変化や対応を調べることを通して理解し、数学
的に考察し説明できるようにする。

１時

２時

振り
返り

【まとめ】伴って変わる２つの数量関係が次の
場合は反比例であるといえる。①y=a/x ②xが2
倍、3倍…、yは1/2倍、1/3倍… ③一方がｍ倍
になれば他方は1/ｍ倍になる。④ xyが一定

３時

５時

【課題】比例定数が負の数の場
合は正の数と比べて、どのよう
な違いがあるだろうか。

【活動】反比例には、比例定数が
負の数の場合もあることを理解す
る。

６時

【課題】与えられた条件から反
比例の式を求めるには、どのよ
うな手順で求められるか。

【活動】ｙがｘに反比例するとき、
対応する１組のx、yの値から、反
比例の式を求める。

【まとめ】比例定数が正の数の場合は、一
方が増えると他方は減るが、負の数の場合
は一方が増えると他方も増えるという違い
がある。

【課題】比例定数が負の数の反
比例のグラフは正の数と比べて
どのような違いがあるか。

【活動】反比例のグラフにおいて、
比例定数の絶対値が同じ正の数と
負の数の場合をかき、比較する。

【まとめ】①反比例の式y=a/xにｘとｙ代
入する。②方程式を解いて比例定数ａの値
を求める。③求めたａの値を反比例の式
y=a/xに代入して表す。

【めあて】反比例の意味と表、式、グラフのまとめをしよう。
○反比例の関係を表、式、グラフなどで表すいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】比例定数ａ＞0のときは、xが増
加するとyは減少する。ａ＜0のときは、xが
減少するとyは増加する。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】二つの数量がどのよう
な関係のとき反比例するといえ
るか。

【活動】ある事例（負の変域まで
拡張）をもとに、反比例の意味に
ついて考え、説明する。

【小単元の振り返り】「日常の事象で反比例の関係になる二つの数量には、どのようなものがあるか」等を生徒に問う。
(生徒の記述例) 電子レンジの出力と時間の関係 等→ 日常生活で比例、反比例する数量について更に調べたい。

４時
【課題】反比例の式のグラフを
かくにはどのような手順でかけ
ばよいか。

【活動】座標の考え方を使って反
比例のグラフをかく。

【まとめ】反比例のグラフは、①反比例の式から
座標平面上にとれる点のｘ、ｙの組を求める。②
①で求めた点の組を座標平面上にとる。③②の点
をx軸、y軸と交わらないなめらかな二つの曲線
（双曲線）で結ぶ。

振り
返り

【小単元のめあて】伴って変わる二つの数量について、表、式、グラフを用いて特徴を見いだし、その関係を説明しよう。



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：比例、反比例を用いること】

【小単元のねらい】具体的な事象の中から取り出した二つの数量の関係を、表、式、グラフを基に、比例や反比例などの
関数関係を見いだし、変化や対応の特徴を捉えたり、それらを説明したりすることができるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「比例、反比例の学習を通して、何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」を生徒に問う。
（生徒の記述例）表、式、グラフを関連付けて考察することの大切さを学んだ。表は比例の関係の特徴を見いだし考察するための基本である。しかし、表で
は変化や対応の様子を全体的に把握することが困難であるため、グラフによる視覚的な表現が適している。また、簡潔に表現し厳密に考察するためには
式による表現が有用である。→日常の事象で比例や反比例以外の関数関係もあれば調べたい。

【小単元のめあて】比例や反比例の考えを利用して、身近な問題を解決しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】シュレッダーの用紙の枚数は、
①表の数値から用紙１枚当たりの重さを求めて、ご
み全体の重さを求めた１枚当たりの重さでわる。
②用紙の枚数をｘ、重さをｙとしてｙ＝ａｘの式で
表し、ごみの重さをｙに代入したときのｘの値を求
める。③グラフを用いて、用紙の枚数ｘと重さｙの
関係を直線で表し、ごみの重さｙの値が表すｘ座標
を読む。

３時

【課題】ランドルト環のすき間
と視力にはどのような関係があ
るか。

【活動】（例）ランドルト環等
の具体的な事象を、表や式、グ
ラフを用いて反比例と捉えられ
る理由を説明する。

４・５
時

【まとめ】（例）環のすき間をｘｍｍ、
視力をｙとすると、ｙ＝1.5/ｘの式で表
すことができるので、反比例の関係があ
る。

【めあて】単元「比例、反比例」のまとめをしよう。
○比例、反比例を活用したいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】シュレッダーのごみの枚数は、
比例の考えを基に、表、式、グラフを
用いて、どのような方法で求められる
か。

【活動】（例）シュレッダーで細かくさ
れた用紙の枚数を求める場面を設定し、
用紙の枚数と重さには比例の関係がある
とみなして、表、式、グラフを用いて問
題を解決する方法を説明する。

【めあて】「比例、反比例」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、表や式やグラフを用いて考察し、問題を解決する。
（例：平成27年度数学Ｂ1など）



平成27年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ１



単元プラン（例） 【平面図形（２０時間）】

小単元 授業時間数

図形の移動 ７時間

２０時間基本的な作図の方法とその活用 ７時間

おうぎ形 ６時間



中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：図形の移動】

【小単元のねらい】図形の移動について、観察、操作や実験などの活動を通して、ある決まりに従って図形が他の位置に
移されていることを理解し、見いだした図形の性質を数学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「図形の移動を考察し、数学的な表現を用いて説明するときに大切なことは何か」等を生徒に問う。（生徒の記述例） 二つの図形が
どのような移動によって重なるかを、直線の位置関係、対応する辺や角の相等関係、図形の合同などに基づいて考察し、筋道立てて説明する必要がある。
→対称の軸などをコンパスや定規で正確に作図してみたい。など

【小単元のめあて】図形の移動を基に見いだした図形の性質を、数学的な表現を用いて説明しよう。

２時

振り
返り

３時

５時

【課題】敷き詰め模様は、もとになる
図形をどのように移動させるとつく
れるか。

【活動】（例）麻の葉模様の特徴
を見いだし、既習の図形の移動と
関連付けて説明する。

７時

【課題】平行移動では、移動前と移動
後の二つの図形の関係からどのよう
な図形の性質が見いだされるか。

【活動】二つの三角形のうち一方
を平行移動して他方に重ねること
で見いだされる図形の性質を考察
し、説明する。

【まとめ】敷き詰め模様は、もとになる図形を、
ずらす、回す、裏返す、という移動でつくること
ができる。

【課題】対称移動では、移動前と移動
後の二つの図形の関係からどのよう
な図形の性質が見いだされるか。

【活動】二つの三角形のうち一方を
対称移動して他方に重ねることで見
いだされる図形の性質を考察し、説
明する。

【まとめ】平行移動では、対応する点を結ぶ線
分は平行で、その長さは等しい。

【めあて】図形の移動についてまとめをしよう。○図形の移動に関するいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】対称移動では、対応する点を結ぶ線
分は、対称の軸によって垂直に２等分される。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】回転移動では、移動前と移動
後の二つの図形の関係からどのよう
な図形の性質が見いだされるか。

【活動】二つの三角形のうち一方を
回転移動して他方に重ねることで見
いだされる図形の性質を考察し、説
明する。

【まとめ】回転移動では、対応する点は回転の
中心から等しい距離にあり、対応する点と回転
の中心を結んでできる角の大きさは全て等しい。

振り
返り

４時

【課題】それぞれの移動を説明する
のに必要な要素は何か。

【活動】敷き詰め模様の中から、一回の
移動で重ねられる二つの図形を見いだし、
その移動について数学的な表現を用いて
説明する。

【まとめ】○平行移動は、方向と距離 ○回転移動は、

回転の中心の位置、回転角の大きさと回転の向き
○対称移動は、対称軸の位置、が必要である。

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「縮図や拡大図、対称な図形」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「縮図や拡大図、対称な図形」の復習をする。

６時



中学校数学小単元プラン（例）【第１学年：基本的な作図の方法とその活用】

【小単元のねらい】基本的な作図について、図形の対称性や図形を決定する要素に着目して作図の方法を考えることを
通して、その方法や手順を数学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「垂線、垂直二等分線、角の二等分線を作図する上で利用した図形の性質は何か」等を生徒に問う。（生徒の記述例）いずれも二つの円がそれぞれの中心どうしを結ぶ
直線に対して線対称であることを用いている。→ 作図は、図形の性質や図形を決定する要素に着目して見通しを持つことが大切だ。

【小単元のめあて】条件を満たす作図の方法や手順を考え、数学的な表現を用いて説明しよう。

２時

振り
返り

３時

５時

【課題】円周をその円の半径で区
切っていくと、なぜ正六角形がかけ
るのか。

【活動】定規とコンパスを使って
正六角形をかく手順を示し、正六
角形がかけるわけを説明する。

７時

【課題】二つの円の交点を結んだ直
線と二つの円の中心を結んだ直線
はなぜ垂直に交わるといえるのか。

【活動】二つの交わる円の交点を
結んだ直線と対称の軸を作図し、
その位置関係を考察し説明する。

【まとめ】円の中心と円周上の区切られた２点を結
んだ図形は正三角形になる。正三角形が六つできる
ことから正六角形が作図できる。

【課題】線分の垂直二等分線は、ど
のような手順で作図できるか。

【活動】線分ＡＢの垂直二等分線の作図
の方法を平面図形の対称性に着目して考
え、その手順を説明する。

【まとめ】二つの円の交点と二つの円の中心を結ん
でできる四角形は線対称な図形になるので、二つの

円の交点を結んだ直線と二つの円の対称の軸は垂
直に交わる。

【めあて】基本的な作図の方法とその活用のまとめをしよう。
○基本的な作図や基本的な作図を活用したいろいろな問題を解く。 ○小単元末テストを行う。

【まとめ】線分ＡＢの垂直二等分線は次のような手順で
作図できる。①点Ａを中心として適当な大きさの半径の
円をかく。②点Ｂを中心として①と等しい半径の円をか
き、それらの交点をＰ、Ｑとする。③直線ＰＱをひく。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】点Ｐを通る垂線は、どのよう
な手順で作図できるか。

【活動】直線ℓ上にない点Pから、直線
ℓに垂線をひく方法を平面図形の対称性

に着目して考え、その手順を説明する。

【まとめ】①点Pを中心としてℓに交わる円をかき、交
点をA、Bとする。② A、Bを中心として等しい半径の円
をかき交点の一つをCとする。③直線PCをひく。

振り
返り

４時

６時

【課題】角の二等分線は、どのよう
な手順で作図できるか。

【活動】紙にかいた∠ＡＯＢを、ＯＡと
ＯＢが重なるように折り、紙を開いたと
きの折れ線について考察し、角の二等分
線を作図する手順を説明する。

【まとめ】∠ＡＯＢの二等分線は次のような手順で作図
できる。①点Ｏを中心とする円をかき、辺ＯＡ、ＯＢとの
交点をそれぞれＣ、Ｄとする。②点Ｃ、Ｄをそれぞれ中
心とし、半径が等しい円を交わるようにかき、∠ＡＯＢに
あるその交点をＰとする。③半直線ＯＰをひく。

振り
返り

【課題】円周上の点Ｐを通る接線は、
どのような手順で作図できるか。

【活動】円の接線を、円の対称軸に垂
直な直線を平行に移動させていくことを
基に、円周上の点における接線の作図
の方法を考え、その手順を説明する。

【まとめ】円Ｏの円周上の点Ｐにおける接線は
次の手順で作図できる。①半直線ＯＰをひく。
②点Ｐを通り、半直線ＯＰに垂直な直線をひく。



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：おうぎ形】

【小単元のねらい】おうぎ形について、弧の長さが中心角の大きさに比例することに着目し、おうぎ形の弧の長さや面積の
求め方を説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「平面図形の学習を通して、何ができるようになったのか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）・模様を図形の移動として考えることができた。 ・定規とコンパスだけでいろいろな作図ができるようになった。 ・おうぎ形の弧の長さや面
積を求めるには、円の一部として考え、円全体に対する割合を求めればよいことが分かった。 等 → 作図をグラウンドのライン引きで活用してみたい。
立体の体積の公式も自分でつくってみたい。

【小単元のめあて】おうぎ形の弧の長さや面積の求める方法を、中心角に着目して説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】おうぎ形の弧の長さや面積は次のような式
で求めることができる。

（おうぎ形の弧の長さ）＝（おうぎ形の半径と同じ円
の周の長さ）×中心角/３６０
（おうぎ形の面積）＝ （おうぎ形の半径と同じ円の面
積）×中心角/３６０

４時

５・６
時

【課題】おうぎ形の弧の長さや面積
は比例式を使って、どのような式で
表されるか。

【活動】半径の等しい円とおうぎ
形について、長さや面積の関係を
比例式を使って表す。

【まとめ】半径の等しい円とおうぎ形では、

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）＝（中心
角の大きさ）：３６０

（おうぎ形の面積）：（円の面積）＝（中心角の大
きさ）：３６０

【めあて】単元「平面図形」のまとめをしよう。 ○平面図形のいろいろな問題を解く ○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】おうぎ形の弧の長さや面積
はどのような方法で求められるか。

【活動】おうぎ形の弧の長さと面
積について、中心角の大きさに着
目して求める方法を考え、説明す
る。

【めあて】「平面図形」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、平面図形を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成29年度数学Ｂ1）

３時 【めあて】おうぎ形の弧の長さと面積を求めよう。○おうぎ形の弧の長さと面積を求める問題を解く。

※おうぎ形の中心角と弧の長さから面積を求める問題を発展問題として扱う。

振り
返り



平成29年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ１



全国学力・学習状況調査「記述式」問題

【事柄・事実の説明】 説明する結論を明らかにした上で、前提に
ついて数学的に表現すべき部分を明確に記
述することを解答として求めた。

【方法・手順の説明】 「用いるもの（表、式、グラフなど）」を明確に
した上で、その「用い方」を記述することを解
答として求めた。

【理由の説明】 「○○であるから、△△である。」のような
形で、 「根拠○○」と「成り立つ事柄△△」の
両方を記述することを解答として求めた。

平成29年度 全国学力・学習状況調査 解説資料



単元プラン（例） 【空間図形（１９時間）】

小単元 授業時間数

直線や平面の位置関係 ８時間

１９時間空間図形の構成と平面上の表現 ４時間

基本的な図形の計量 ７時間



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：直線や平面の位置関係】

【小単元のねらい】空間における直線と直線、直線と平面、平面と平面の位置関係を、観察・操作や実験などの活動を通
して考察し、数学的な表現を用いて説明できるようにする。

【小単元の振り返り】「身の回りで、空間内の直線や平面の位置関係について考察すると、どのようなものがあるか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例） 道路の立体交差が「ねじれの位置にある」関係になっている。床（平面）と柱（直線）が垂直。→空間図形はどのようにして構成されたのかを知りたい。

【小単元のめあて】身の回りにある立体を用いて、空間における直線や平面の位置関係を説明しよう。

１時 振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「角柱や円柱」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「角柱や円柱」の復習をする。

振り
返り

２時 【課題】立体はどのような特徴で
仲間分けされるか。

【活動】いくつかの立体を、いろい
ろな見方で調べて分類し、分類され
た図形の特徴を説明する。

【まとめ】（例）立体の形、面の数や面の形、頂
点の数、等の特徴で分類される。

４時

振り
返り

【課題】空間内の２直線にはど
のような位置関係があるか。

【活動】立体の辺に着目して、空間
内の２直線にはどのような位置関係
があるのかを考察し説明する。

【まとめ】空間内の２直線には、１点で交わ
る、平行になる、ねじれの位置にある、の三
つの場合がある。

３時 振り
返り

【課題】正多面体の頂点の数や辺の
数はどのような式で表されるか。

【活動】正多面体の模型を作り、それ
ぞれの面の数、頂点の数、辺の数につ
いて考察し説明する。

【まとめ】（頂点の数）＝（一つの面の頂点の数）
×（面の数）÷（一つの頂点に集まる面の数）
（辺の数）＝（一つの面の辺の数）×（面の数）÷２

振り
返り

５時

【課題】空間内の直線と平面に
はどのような位置関係があるか。

【活動】立体の辺と面に着目して、
空間内の直線と平面にはどのよう
な位置関係があるのかを考察し説
明する。

【まとめ】空間内の直線と平面には、直線が
平面にふくまれる、１点で交わる、交わらな
い（平行になる）の場合がある。

６時

【課題】空間内の２平面にはど
のような位置関係があるか。

【活動】立体の平面に着目し、空間
内の２平面にはどのような位置関係
があるのかを考察し説明する。

【まとめ】空間内の２平面には、交わる、交
わらない（平行になる）の二つの場合がある。

振り
返り

７時

【めあて】直線や平面の位置関係のまとめをしよう。
○直線や平面の位置関係のいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

振り
返り

【課題】平面が一つに決まるのは
どのようなときか。

【活動】平面を決定する条件につ
いて考察し説明する。

【まとめ】平面が一つに決まるのは次のような場
合がある。①同一直線上にない３点をふくむ平面
②一つの直線とその上にない１点をふくむ平面
③交わる２直線をふくむ平面 ④平行な２直線を
ふくむ平面 等

振り
返り

８時



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：空間図形の構成と平面上の表現】

【小単元のねらい】空間図形の構成や性質を、直線や平面図形の運動によって構成されたものと捉えたり、平面上に表現
して読み取ったりすることを通して、数学的に説明できるようにする。

【小単元の振り返り】「立体を投影図を用いて考察するときの長所と短所は何か」等を生徒に問う。（生徒の記述例） 投影図を用いることで、立体の底面と
側面の対角線の長さを比較することができる等のよさがあるが、投影図だけでは立体の形がよくわからないこともある。→図形を考察する際は、見取図、
展開図、投影図を関連付けて考察する必要がある。

【小単元のめあて】空間図形の構成や性質について、見取図や展開図、投影図を用いて説明しよう。

２時
【課題】円すいの底面や側面に
ついて、展開図からどのような
関係がいえるか。

【活動】見取図や展開図をもとに
立体のもつ性質を考察し説明する。

【まとめ】円すいの側面はおうぎ形になり、
弧の長さは底面の円周と等しい。

振り
返り

３時
【課題】立体を平面で表すには、
見取図や展開図のほかにどのよ
うな方法があるか。

【活動】いろいろな立体を投影図
を用いて考察し、見いだした性質
を説明する。

【まとめ】立体を平面で表す方法として、
正面から見た図と真上から見た図を合わせ
た投影図がある。

振り
返り

４時
振り
返り

１時
振り
返り

【まとめ】面を平行に移動させると角柱や円
柱ができ、面を回転させると回転体ができる。

【課題】面が動くと、どのよう
な立体ができるか。

【活動】平面図形の運動によって
どのような空間図形が構成される
かを考察し説明する。

【めあて】空間図形の構成と平面図形のまとめをしよう。
○空間図形の構成と平面図形のいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。



【めあて】「空間図形」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。○全国学力・学習状況調査問題
を教材として、図形の位置関係等を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成２６年度数学Ｂ1）

中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：基本的な図形の計量】

【小単元のねらい】柱体や錐体及び球の表面積や体積の求め方を、観察、操作や実験などの活動を通して見いだし、数
学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「空間図形の学習を通して、何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」を生徒に問う。
（生徒の記述例） 中学校で始めて学習した角錐や円錐、球の表面積や体積は公式を暗記するのではなく、既習の立体の体積と関連付けると求められることが分かった。
→いろいろな立体の表面積や体積を求めてみたい。

【小単元のめあて】柱体、錐体及び球の表面積と体積の求め方を見いだし説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】柱体や錐体の表面積は次の式で表される。
（柱体の表面積）＝２×（底面積）＋（側面積）
（錐体の表面積）＝（底面積）＋（側面積）

３時

４時

【課題】錐体の体積はどのよう
な式で表されるか。

【活動】水を使った実験で、円柱と
円錐の体積を比較することにより、円
錐の体積の求め方を見いだし説明す
る。

５時

【課題】球の表面積や体積はど
のような式で表されるか。

【活動】半球の曲面に紐を巻きつ
けたり、容器に水を入れた実験を
行ったりして、球の表面積と体積
の求め方を見いだし説明する。

【まとめ】錐体の体積は次の式で表される。
（錐体の体積）＝（柱体の体積）×１／3
※柱体は底面積と高さが錐体と等しい柱体

【まとめ】球の表面積や体積は次の式で表
される。
（球の表面積）＝２×（円柱の側面積）
（球の体積）＝4/3×（円柱の体積）
※円柱は、底面の半径と高さが球の半径と
等しい円柱

【めあて】単元「空間図形」のまとめをしよう。○空間図形のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】柱体や錐体の表面積は
どのような式で表されるか。

【活動】角柱、円柱や角錐、円錐
の表面積を展開図を基に考察し、
求める方法を説明する。

【めあて】いろいろな立体の表面積や体積を求めよう。○柱体や錐体及び球の表面積や体積を求める問題を解く。

６・７
時

振り
返り



平成26年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ１



全国学力・学習状況調査「記述式」問題（過去５年分）

学習指導要領における領域

第１学年 第２学年

数と式 図形 関数 資料の
活用

数と式 図形 関数 資料の
活用

【事柄・事実】
の説明

平面図形（H29） 比例、反比例
(H26)

資料の散らばりと
代表値 (H25)

文字を用いた式
の四則計算(H27)

(H25)

図形の合同(H28)

【方法・手順】
の説明

空間図形(H26) 文字を用いた式
の四則計算(H28)

平行四辺形(H27) 一次関数(H29)
(H28)
(H27)
(H26)
(H25)

【理由】
の説明

文字を用いた式
(H29)
(H25)

一次方程式
(H28)

比例、反比例
(H28)
(H27)

資料の散らばりと
代表値

(H29)
(H28)
(H27)

文字を用いた式
の四則計算(H27)

(H26)
(H25)

図形の合同(H29)
(H28)
(H27)
(H26)
(H25)

【三角形の合同の
証明】

一次関数(H25) 確率(H26)

「どの単元で」、「何が」 説明できるようになる必要があるのか。

上記の調査問題の類題を、数学問題データベースで配信中
解答・解答類型付き



単元プラン（例）
【資料の散らばりと代表値（１４時間）】

小単元 授業時間数

ヒストグラムや代表値の必要性と意味 ７時間
１４時間

資料の傾向を捉え説明すること ７時間



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：ヒストグラムや代表値の必要性と意味】

【小単元のねらい】ヒストグラムや代表値の必要性と意味を、目的に応じて資料を収集したり整理したりする活動を通して
理解し、資料の代表値や相対度数を求めることができるようにする。

【小単元の振り返り】「何を用いて資料を整理すれば、どのようなことが読み取れるか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）ヒストグラムを用いると、量的デー
タの分布の様子を捉えることができ、代表値を用いることで、分布の特徴をある視点に立って一つの数値で表すことができる。また、相対度数を用いると大
きさの異なる集団の階級ごとの比較がしやすくなる。→学んだことを活用して、いろいろな資料を調べてみたい。

【小単元のめあて】資料を収集して整理し、その傾向を読み取る方法を考えよう。

５時

６時
【課題】測定などによって得ら
れた近似値には、どのような表
し方があるか。

【活動】測定などで得られた近似値
を有効数字を用いて表す。

【めあて】ヒストグラムや代表値の必要性と意味のまとめをしよう。
○ヒストグラムや代表値の必要性と意味のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

【まとめ】近似値は有効数字をはっきりさせ
るため（整数部分が１桁の数）×（１０の累
乗）の形で表すことがある。

２時
【課題】（例）羽の長さの異な
る紙コプターの滞空時間は、ど
のような方法で比較できるか。

【活動】（例）同じ高さから羽の長さの
異なるＡとＢの紙コプターを落下させ、
同じ回数の実験結果を収集、整理し、資
料の傾向や特徴を捉える方法を説明する。

【まとめ】それぞれの実験結果を同じ階級
の幅の度数分布表やヒストグラムにまとめ
ることで比較ができる。

振り
返り

４時

【課題】資料の特徴を一つの値
で簡潔に表すにはどのような値
を用いて表せばよいか。

【活動】（例）あるクラスの生徒の通学
時間をまとめた度数分布表を基に、資料
の傾向を代表値を用いて表す。

【まとめ】資料の特徴は、平均値、中央値、最頻
値といった代表値で簡潔に表すことができる。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

１時
振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「資料の調べ方」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「資料の調べ方」の復習をする。

３時
【課題】（例）どちらの紙コプ
ターの滞空時間が長いといえそ
うか。

【活動】前時で作成したヒストグラムか
ら度数分布多角形を作り、どちらの滞空
時間が長いか考察し判断の理由を説明す
る。

【まとめ】２つの度数分布多角形は同じような形
であり、Ａの紙コプターの度数分布多角形よりも
Ｂの度数分布多角形の方が右側にあるので、Ｂの
紙コプターの方が滞空時間が長い傾向にある。

振り
返り

【課題】（例）実験回数が異な
るＣの紙コプターと滞空時間を
比較するにはどのような方法が
あるか。

【活動】羽の長さの異なるＣの紙コプ
ターを回数を減らして落下させた実験結
果の資料（度数分布表）から、Ｂの紙コ
プターと滞空時間を比較する方法を考え
説明する。

【まとめ】ＢとＣの紙コプターのそれぞれの階級
の相対度数を求めて、度数分布多角形で表すと比
較ができる。

７時

振り
返り



中学校数学小単元プラン（例） 【第１学年：資料の傾向を捉え説明すること】

【小単元のねらい】様々な日常の事象について、ヒストグラムや代表値などを用いて考察する活動を通して資料の傾向を
捉え、数学的な表現を用いて説明できるようにする。

【小単元（単元）の振り返り】「資料の活用」の学習を通して、何ができるようになったか。新たに調べたいことは何かを問う。（生徒の記述例）代表値を用い
てデータを読み取る場合、一つの数値で表すことで簡潔に表すことができ、複数の集団のデータを比較することも容易になるが、分布の形や極端にかけ
離れた値の有無などの情報は失われてしまうので、データの分布全体を確認した上で代表値を用いるようにすることが大切である。 →日常にある事象の
傾向や特徴を更に調べてみたい。

【小単元のめあて】ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え、説明しよう。

６時

７時
【めあて】単元「資料の散らばりと代表値」のまとめをしよう。
○資料と散らばりのいろいろな問題を解く。 ○単元末テストを行う。

２時
【課題】２つの資料の共通点や
相違点は、どのような方法で調
べられるか。

【活動】日常生活を題材とした２つ
の資料から、問題を解決するために、
ヒストグラムや代表値などを用いて
資料の傾向を捉えまとめる。

【まとめ】２つの資料の共通点や相違点
は、ヒストグラムや代表値などを用いて
資料を整理して調べればよい。

振り
返り

３時
【課題】２つの資料の傾向や特
徴は何を根拠に説明すればよい
か。

【活動】前時の題材から、問題を
解決するために、ヒストグラムや
代表値などを用いて資料の傾向を
捉え説明する。

【まとめ】 ２つの資料の傾向や特徴は、
ヒストグラムや代表値から見いだした事
実を根拠として説明する。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

１時

【めあて】「資料の散らばりと代表値」の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。○全国学力・学
習状況調査問題を教材として、ヒストグラムや代表値を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成２９年度数学Ｂ５）

振り
返り

【まとめ】「予想をする。」→「解決の方針を
立てる。」→「資料を整理する。」→「傾向を
読み取る」→「分かったことをまとめて解決の
過程を振り返る。」の手順でまとめればよい。

【課題】資料を整理してその結
果を考察してまとめる際、どの
ような手順でまとめたらよいか。

【活動】２時､３時を振り返り､ど
のような手順で考えていったか説
明する。

４時

【課題】平均値と中央値が同じで
あれば、分布もほぼ同じであると
いってよいか。

【活動】日常生活を題材とした資料
を基にヒストグラムに示し、資料の
傾向を代表値を用いて説明する。

【まとめ】平均値や中央値が同じでも、範囲が違え
ば分布の様子も違ってくる。資料の傾向を調べる時
は、データの散らばりを考える必要がある。

振り
返り

【まとめ】２つの資料の傾向や特徴は、累積度
数や累積相対度数から見いだした事実を根拠と
して説明すればよい。

【課題】大きさの異なる２つの
データの傾向や特徴は何を用い
るとよいか。

【活動】日常生活を題材とした２つ
の資料から、問題を解決するために、
累積度数や累積相対度数を
用いて､資料の傾向を捉え説明する

５時



平成29年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ５


